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【背景・目的】
マウスに新奇の味液 （CS） を与えると, その個体にとって安全か危険かの情報がないため, 馴染みのある
味液に比べて摂取量が少なくなる。これを新奇恐怖という。CS に続いて内臓不調 （US） が生じるとその味





材料：7 週齢 （若齢） と 24 週齢 （成熟） の雄マウス （C57BL/6J）。方法：①行動実験：絶水解除直後 10 分間
の摂取量を各個体の標準飲水量 （SDW） とした。絶水解除直後 10 分間の 20 mM サッカリン溶液 （Sac） （CS）
摂取量を測定し, SDW からの減少率を新奇恐怖強度とした。その後, 0.15 M LiCl を腹腔内注射することで内
臓不調 （US） を誘発し, 味覚嫌悪記憶獲得指数を算出した。②免疫組織学的実験：神経活動マーカーである
c-Fos 発現を指標として, 甘味感受性の週齢差を検証した。マウスをあらかじめ Sac に順応させ, その翌日再
度 Sac を呈示後に脳を灌流固定し, 凍結切片を作製した後, 蛍光抗体法を用いて, 味覚の伝導路の関連脳部位
で c-Fos 陽性細胞数を計測した。転写因子 SatB2 は結合腕傍核に偏在し, 甘味に強く反応する神経だけに存在




高かった （図 1 ）。一方, 味覚嫌悪記憶獲得強度に週齢差はみられなかった。②免疫組織学的実験：味覚の伝
導路の一次中枢である孤束核では c-Fos 陽性細胞数に週齢差はみられなかった。一方, より高次の中枢であ
る結合腕傍核, 視床味覚野, 扁桃体, 大脳皮質味覚野では週齢差がみられ, 成熟マウスの方が有意に多かっ
た。また, 高次の中枢ほど週齢差が顕著になった。結合腕傍核における FS 神経細胞数は, 成熟マウスの方が





胞の約 1/3 が SatB2 陽性細胞であり, SatB2 陽性細胞のほとんど




























＊：p <0.05, n = 10
図 2　結合腕傍核での
FS 神経細胞数の比較
＊：p <0.05, n = 3
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